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　米国国土安全保障省は、非移民学生（Fビザ）、交換訪問者

（Jビザ）、報道関係者（I ビザ）保持者の滞在期間に特定の期

限を設けると発表しました。これ以外のビザ保持者は、通常

入国時に I-94 にそれぞれのビザ種類特定の滞在期限が記入さ

れますが、上記のビザ保持者には特定の滞在期限はなく、滞

。たしまいてれかかと）sutats fo noitarud（ S/Dはに間期在

　つまり、これらビザ保持者は申請した学位やプログラムの

期間を示す I-20 や DS2019 の期限が有効な間は滞在すること

ができました。新規則は、滞在期間に明確な上限を設け、必

要に応じて連邦政府への延長申請を求めることを義務付ける

ものです。

　主な変更点として、非移民学生や交換訪問者の入国許可期

間は、原則として各プログラム期間に限定され、最長 4年を

超えないものとされます。また、プログラム修了後に期間を

追加する必要がある場合は、米国移民局に延長申請書を提出

する必要があります。さらに、F-1 学生が卒業後に出国準備、

転校や滞在資格の変更を行うために設けられている猶予期間

は、現行の 60日から 30日に短縮される予定です。従前の制

度下で在留資格期間がD/S となっている者は、新制度へ移行

後は、許可される滞在期間は新規則の発効日から最長 4年に

制限されます。

上記に伴い、実務上の注意点について説明します。

• 対象者の在留期限の確認：F、J および I ビザ保持者につ

いて、現在のプログラム期間、I-94 記載滞在期間、SEVIS

の情報等を確認し、今後の在留期限管理に備える必要が

あります。

• 延長申請の要否の早期判断：学業、研修、研究、報道活

動等が予定より長期化する可能性がある場合には、在留

期間延長（EOS）の要否および申請時期を早めに検討す

ることが重要です。

• 学校・スポンサー側の記録管理体制の見直し：教育機関

や交換訪問者プログラムのスポンサーおよび雇用主は、

対象者のプログラム開始日・終了日、変更履歴、出席状

況等を適切に記録し、SEVIS 情報との整合性を確保する

必要があります。

• プログラム変更・転校時の事前確認：専攻変更、プログ

ラム延長、転校、スポンサー変更等を行う場合には、新

規則上の制限や追加手続の有無を事前に確認することが

必要です。

• 発効日および経過措置の確認：新規則は連邦官報掲載後

に発効するため、発効日、既存滞在者への適用、移行期

間中の取扱いについて、引き続き最新情報を確認する必

要があります。

　新規則発効後は、対象となる学生、交換訪問者、報道関係

者などを受け入れる教育機関、雇用主、スポンサー団体は、

在留期限の延長申請の要否やプログラム変更時の手続きを見

直す必要がでてきます。

　特に、学業や研修プログラムが予定より長期化する場合に

は、従来よりも早い段階で在留期間延長申請が必要であるか

を判断し、その時点における審査時間も確認して、事前に申

請準備を行うことが重要となります。なお、新規則に関しては、

今後も規定が変更したり、追記されることも考えられるので、

その都度最新情報を確認するように心がけましょう。
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